
© 2021 Autodesk, Inc.

AUTODESK UNIVERSITY

BIM Level3を目指して
～「つながる」のではなく「つなげる」BIM～
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建設デジタル推進部 デジタル推進建築設計・施工グループ



スピーカー紹介

大和ハウス工業㈱
技術統括本部建築デジタル推進部
デジタル推進建築設計・施工グループ

主任 吉川 明良

2007年 入社
2007年～2018年 建築系意匠設計
2018年 BIM推進部 BIM標準推進１G
2020年 建設デジタル推進部 デジタル推進建築G
2021年 現職

一級建築士

大和ハウス工業㈱
技術統括本部建築デジタル推進部
デジタル推進建築設計・施工グループ

北沢 宏武

2009年～2020年 ゼネコン構造設計
2020年 入社
2020年 建設デジタル推進部 デジタル推進建築G
2021年 現職

一級建築士

大和ハウス工業㈱
技術統括本部建築デジタル推進部
デジタル推進建築設計・施工グループ

山本 由貴子

2013年 入社
2013年～2018年 建築系見積担当
2019年 BIM推進部 BIM標準推進1G
2020年 建設デジタル推進部 デジタル推進建築G
2021年 現職

一級建築士

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
皆様こんにちは。大和ハウス工業株式会社の吉川です。
まずは本セッションのスピーカーの紹介をさせて頂きます。
最初の導入及びまとめ・意匠部門の取組を私　吉川から、構造部門の取組を北沢、積算部門の取組を山本から説明させて頂きます。



本セッションにおける学習の目的

 各部門における連携を見越したモデリング手法を定義します。

 共通データ環境としてのBIM360の活用手法を定義します。

 BIMモデルに含まれる仕様のコード化、およびその活用手法を定義します。

 各部門のBIM運用ルールを定義します。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本セッションの目的です。



当社のBIM軌跡

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからは導入として当社のBIM軌跡を簡単に説明させて頂きます。



BIM推進

全社BIM推進

全社デジタル推進

2017年

2018年～2019年

2020年

住宅系BIM
（住宅・集合・中高層）
建築系BIM
（意匠・構造・設備・見積・工場・施工）

住宅系BIM
建築系設計BIM
建築系製造・施工BIM
AI・自動設計活用
BIM関連開発・販売

Daiwahouse Valueの確立へ

BIM標準の構築と展開

デジタルコンストラクションPJ

2019年

2017年 2021年

2021年

2055年に10兆円企業を目指している。
BIM・デジタルはその成長戦略の技術的基盤である。

建築BIM（設計）

リモート管理
ロボテックス・ICT建機
建物DB・維持管理
デジタルツイン
DFMA+IC（次世代工業化）
建設DXプラットフォーム構築

Daiwahouse BIMの軌跡

★2020年度BIM連携事業（国交省）

★2021年ISO19650-1,2Kitemark（設計）

★2021年度BIMモデル事業（国交省）

★2018年 確認申請・適合性判定BIM

★2020年度IT重説実証

★2021年全国リモート管理（住宅）実証

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当社は2055年に10兆円企業を目指しております。
その成長戦略の技術基盤はBIMにあると考え、2017年にBIM推進室を立ち上げ、全社BIM展開を実施しました。
また、BIMでのデジタル基盤を活用することに本来の目的があり、その活用を進めるために2019年度よりデジタルコンストラクションPJを立ち上げました。
そして2020年度よりBIM及びデジタル全般を構築し運営していくことを目的に建設デジタル推進部と名称変更を行い現在160名程度の技術スタッフが推進業務を行っています。
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BIM実績

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
弊社　全社におけるBIMの展開実績をご紹介します。
左上段は各事業領域毎のBIMの実施率です。
集合、建築のBIM実績が先行していますが、全事業領域でBIMの取り組みをしています。
左下段ですが建築系の部門ごとのBIMの実績です。
意匠・構造の100%移行がほぼ到達したところでです。
右上段は建築系部門の研修の実績です。移行に合わせたカリキュラムで研修を当部署で行ってきております。
研修対象は社員のみではなく、協力企業様を含め教育してきました。
右下段は建築系部門毎のBIMの習熟度です。�特徴としては責任者にも必要なBIMスキルを定め教育をし、習熟度調査を行っている点です。



企業とアフターコロナ

BIMオンライン研修・合宿について（COVID-19対策）

COVID-19（新型コロナウイルス感染症）によるテレワークが断続的に続くことに鑑
み、BIMオンライン研修・合宿を実施します。
これは、当面の集合研修・合宿が出来ないことによるBIM移行の遅れを回避するこ
と、また、今回のテレワークによる全国間でのTemas等によるWEB会議の活用頻
度も上がり、新たな働き方改革（学び方）を構築することを目的とします。

オンライン研修・合宿 + 新たな働き方（学び方）

テレワークアンケート結果

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当社のBIM展開において新型コロナウィルスの影響は少なくありません。
教育における遠隔実施については手探りの中、進めてきましたが現在では一定の効果が見込める事が分かってきております。
MicrosoftTeamsを活用した遠隔研修やその研修をレコーディングし全社配信する事でそれぞれの働き方に合わせた学び方を構築することができるようになりました。



BIM標準の構築は新しいプロセスにトレードオフすることが必要。アップテーラリング式は一時的な負荷が
あるが、導入時期及び構築までの時間が短縮できるでき、効果が上がりやすい。

BIM標準の構築・展開方法（テーラリング方式）

CADの効果

BIM構築時間

効果

BIM標準
（一般）

BIM標準
（詳細）

BIM活用
プロセス
改善

テーラリング効果

Trade off
CADの効果

BIM構築時間

効果

BIM標準
（一般）

BIM標準
（詳細）

BIM活用

プロセス
改善

テーラリング効果

①TOPDOWN

②BOTTOMUP
③BIM推進

Trade off

①ダウンテーラリング式 ②アップテーラリング式（D’s BIM）

現行プロセス 新しいプロセス

Trade off

導入

導入

テーラリング：全社的な標準を元に、個別の部署やフェーズに合わせ改善策定すること

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここでは当社のBIM標準の構築・展開方法についてご説明します。
右の図が弊社が採用したアップテーラリング式です。
コアのBIM標準を作成し導入をします。
当初効果が低く事業所の負担がありますが、BIM活用及びプロセス改善を導入しながらトレードオフを行うことで、もっとも効果が上がる方法を模索することができます。
この方式は導入が早く、構築までの時間も短く、効果が分かりやすく上昇していくことが特徴です。



全社デジタル戦略レベル

プ
ロ
セ
ス

プ
ロ
セ
ス

意匠

構造

設備

見積

工場

施工

部門別 2D->3D
設計 3D
施工 3D
BIM 標準（部門別）

LEVEL 1
Section level

意匠

構造

設備

見積

工場

施工

干渉確認/連携モデル
部門横断連携モデル
自動設計（Level1）
実行計画（BEP）
BIM標準(統合）

Collaboration, Integration, Process
improvement

LEVEL 2

設計から施工
一気通貫BIM

サブコン

購買

ICT, ロボット

SCM, ICT, Field BIM

LEVEL 3 オーナー

維持管理

Owner BIM, LCM

LEVEL 4

データベース

プラットフォーム

現場作業員

新規サービス

設計から施工
一気通貫BIM

サブコン

購買

ICT, ロボット

データベース

プラットフォーム

現場作業員

個別 BIM 最適 BIM デジタル連携

DX

AI

AIDC PJ(start Fy2019)

BIM(start Fy2017)

見える化 解る化 予測化 最適化

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここでは　当社のBIM及びデジタルレベルについて説明します。
レベル1は　各部門がそれぞれBIM標準を定めBIMモデルを中心として業務を行うレベルです。
レベル2は　部門を横断したデータの統合、及び連携を行うレベルで　連携標準やBIM実行計画（BEP）を含みます。
　　　　　　　連携を含めた全体最適を目指すレベルです。
レベル3は　社内での改善を中心としたレベル2から　さらにデータ活用を展開し　施工現場にICTやロボット活用を行うレベルです。
　　　　　　　ここでのデータ活用は建設に従事する方たちへと拡大し、プロセス変革やAIの活用も含めれており、同時にデータベースやプラットフォームを基盤としたデジタル基盤も必要となる。
レベル4はさらにオーナを含めたデジタル改革を行い、さらなるサービスを生むものとしています。
赤で示した部分は2017年に始めました、全社BIM展開での範囲を示し、青で示した範囲は201９年から始めましたデジタルコンストラクションPJの範囲で建設プラットフォームを含めた構築を行っている。
　




部門間連携を見越した各部門の取組概要

意匠
建材DBからRevitへ情報入力

製品情報をBIMモデルに取り込み
相互連携を可能にすることで、意
匠設計のみならず、他部門が欲し
い情報を引出し易い環境を整備

積算・購買・施工
施主様
各々がBIMと対になった建材情報
にアクセスが可能に

構造BIMモデルの精度向上を
図るためモデル精度基準を整備
ユーザー負担を軽減するため自
動モデルチェックツールを開発

信頼できる構造モデルで連携
全体ワークフロー改善に貢献
データベースとしてのBIMの実
現

見積
部分利用から全体活用

構造
精度向上に向けた取組

建材DB
（Truss）

BIMモデル
（Revit）

BIMモデル
（Revit）

設計モデルから抽出する項目
に応じたソフト連携を実施。ま
た、外構工事においてはコード
を活用した独自の拡張機能に
て、見積作成までの一貫作業
を自動化

BIMモデルにおける積算に必
要な情報を部門間共有

BIMモデル
（Revit） 積算ソフト

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここでは、この後ご紹介させて頂きます、各部門での連携事例の概要をしめしています。
意匠では建材DBからRevitへ情報入力する事で各部門がRevitと対になった仕上情報にアクセスできるPFを構築しました。
構造では精度向上に向けた取り組みを通じて、信頼できるBIMモデルを連携しデータベースとしてのBIMの実現を行っています。
見積ではソスト連携やコードを活用する事でBIMモデルにおける積算に必要な情報を部門間で共有できるようにしています。



BIM360 による共有データ受け渡し

設計資料

設計作業

図面・モデル
チェック

承認
情報共有

データ受渡

保管・再活用

施工へ

共通データ環境（CDE)として、データフローのルールが必要

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セッション名にもありますがLevel3への取組として、当社はBIMデータのプラットフォームとしてBIM360を活用しています。
連携に不可欠なデータフローをルール化し各々が必要なデータにアクセスできるようにする事と共に権限コントロールによるデータ信用度の担保を図っています。



BIM３６０による共有データ環境の運用

共通データ環境（CDE)として、BIM360の様々な機能を活用

指摘事項による図面チェックと回答 バージョン管理における最新データの明確化

３D情報における計画把握時間の短縮図面比較による変更点の確認

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
加えて、BIMデータのプラットフォームであるBIM360では各種機能を活用しプロセス改善・効率化に取り組んでいます。
スライドの様な取り組みは今年の４月より全国に本格展開を開始し扱える社員を拡大していっています。



ISO19650
BIM BSI Kitemark認証 日本初取得

※

※2021年2月11日

顧客
要望

どんなデータ
を作成するか

どんな体制
で取り組むか

どのように
管理するか

ISO19650により規格化

ISO19650

CDE BIM 情報交換

大和ハウスのデジタルコンストラクション戦略

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そういった運用ルール等について、当社は今年の2月にBIMをはじめとした建築情報の仕組みに関する国際規格であるISO19650の認証を日本で初めて取得しました。
ISO19650は、建設しようとする建物に対して正しく情報交換がされるよう様々な規格が定められています。�お客様がどのような要望を持たれていて、それに対しどんなデータを作成するか、またどんな体制で取り組み、どのように管理するかを示されており
この認証を取得したことで、当社が今取り組んでいるデジタル戦略の手法が、国際的にも認められたことになります。
BIMやCDE、情報交換の運用方法をISOに準拠することで、社内の一気通貫BIMの連携基盤を盤石なものとするとともに、お客様に対しても安心・安全な建設サービスを提供できるようになります。



BIMの標準ワークフロー
令和2年度 国交省連携事業にて標準ワークフロー⑤の検証

BIM受渡
BIMに限らない
データ受渡

※着色部分が検証対象

【業務内容】

【データ受渡】

※着色部分が検証対象
※記載文字は実施主体
を示す

BIM作成・活用

検証の対象 標準ワークフローのパターン：⑤

設計
（設計BIM作成・活用）

維持管理
（維持管理BIM活用）

企画
基本計画

維持管理BIM作成

施工技術

コンサルティング

（優先交渉権あり）

設計意図伝達・工事監理

大和ハウス工業 大和ハウス工業

大和ハウス工業

大和ハウス
工業

大和ハウス工業

大和ハウス工業

フジタ

施工BIM作成
施工

（施工BIM作成・活用）

フジタ
フジタ

代 表 応 募 者
共 同 応 募 者
提案者の役割

プロジェクト区分
検 証 区 分

用 途
階 数
延 床 面 積
構 造 種 別

：
：

：
：
：
：

：
：
：

応 募 者 の 概 要

プロジェクト概要

大和ハウス工業株式会社
株式会社フジタ
設計者・施工者・維持管理者

新築
仮想のプロジェクト

ホテル
地上9階
約4,900㎡
鉄骨造

検証・課題分析等の全体概要

【目的】
・BIMガイドラインに従った、共通データ環境（CDE)を適応した横断型
のBIMワークフローを実践し、生産性向上・維持管理連携などの効果
を確認・検証する

【実施概要】
・共通データ環境(CDE)によるBIM業務プラットフォーム構築検証
・部門間連携におけるBIMデータの連携方法とその効果の分析
・設計施工モデル（PIM）と維持管理モデル（AIM）の連携検証

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
認証の取得においては、令和２年度国交省連携事業での取り組みにもつながっております。
建築BIM推進会議が示している標準ワークフロー５を認証に則した内容で検証し、共通データ環境を適応した横断型のBIMワークフローを実践しました。



各部門取り組み 事例
意匠

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからは各部門毎の取組事例を連携にスポットライトをあててご紹介させて頂きます。
まず意匠部門の取組を私からご紹介させて頂きます。



意匠→各種連携
連携おける重要施策 コマンドによる

自動チェック

設計完了モデル 連携用モデル

モデル精度が要求される モデル精度を担保する

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最初にこの後私から説明させて頂く、各連携の重要施策をご紹介させて頂きます。
連携するモデルには精度が要求されます。
各条件に合致しないものをツールを活用し、自動検知し修正する事で後工程に渡す連携モデルの精度を担保する事が重要になります。




意匠→積算連携
外構モデリング

モデリング効率向上 連携情報の入力（連携条件）
形成した舗装面際に縁石
を合わせる

現況図の測量レベルを
読み込む

舗装構成下端に地盤（路床）
を合わせる

作った舗装面を3点指定し面を認識し
4点以降の点を面に合わせる

勾配・レベルを指定してレベル・勾配を
自動算出

形成した舗装面に駐車ライン
を合わせる

図面化（外構図）

土量算出

外構モデル

連携情報の器は
マテリアル

マテリアル

専用ファミリ

コード

連携パラメータ
に正しくセット

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは、積算部門との連携事例で外構についての内容です。
左側には自部門の効率化を考えての取組でその効率化を行うと右側の連携条件を担保するといった形で示させて頂いています。
効率化については、手間のかかる外構モデリングを、アドイン開発により各所のモデリング手間を削減しています。
そのアドインを使って属性情報をルール通り扱えば、右側の連携条件が満たせる構成です。
連携情報の器はマテリアルでその中にコード設定し、専用ファミリのパラメータにマテリアルを格納します。



意匠→積算連携
外構モデリング

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
モデリングツールの一部機能を動画でご紹介させて頂きます。
これは２Dであがってくる現況測量図の測量レベルを検知し現況地盤モデルを自動生成します。
つぎは、舗装勾配等をモデリングするツールです。２展開の勾配を指定して高低差も自動でモデルに反映します。



建材DB→意匠連携
メーカー横断の建材検索サイト（Truss）との連携

モデリング効率向上 連携情報の入力（連携条件）

連携情報の器は
マテリアル

Revit

Jsonファイルでマテリアル情報をやり取り

煩わしい集計表の操作をWEB化で効率化

・ドラッグ＆ドラップで並び替え
・コピー機能の操作向上

材料決定プロセスを効率化

・一般名称で仕様を示す設計図書情報から建材を検索
・マテリアルボード表示
・候補製品→決定製品のステータス管理

Truss

json

json

マテリアル情報

専用テンプレートに
て表示制御

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にご紹介させて頂く連携は建材データベースと意匠との連携です。
メーカー横断の建材検索サイトを運営されております株式会社トラス様との取組です。
左側にある通り、煩わしい集計表の操作をWEB化する事での効率化と建材検索できるサイトに仕上情報を連携する事で材料の決定プロセスの効率化を図っています。
右側に示す通りこの連携にも情報の器としてはマテリアルを使用し、加えてテンプレートによる事前設定により連携を行っています。
Revit側でもアドオンを開発し中間ファイルであるjsonデータによりマテリアル情報を相互にやり取りを行います。



建材DB→意匠連携
メーカー横断の建材検索サイト（Truss）との連携



建材DB→意匠連携
メーカー横断の建材検索サイト（Truss）との連携

Revit側の強化

部屋情報

天井

床壁 幅木

厚み情報を持ったマテリアルを活用して部屋に接し
ている天井・壁・床・幅木の要素を自動生成

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この連携は強化内容もご紹介させて頂きます。
Revit側の強化として、部屋情報に入った厚み情報をもった連携マテリアル情報を各部屋の天井・壁・床・幅木要素へ自動更新・自動生成する仕組みを展開しています。



建材DB→意匠→積算・購買連携
外構モデリングとメーカー横断の建材検索サイト（Truss）との連携を組み合せ

見積連携 購買連携

外構

Truss

建材DB 意匠 積算

マテリアル＋コード

マテリアル

内外装連携

＋コード

＋コード

マテリアル＋コード

建材DB→意匠→積算をマテリアル＋キーノートでつなげる

建材DB
（Truss）

BIMモデル
（Revit）

購買
（サプライヤー）

Revitと対になった
仕上情報の閲覧

提案機能を使って、
コストメリットのある
建材をプッシュ

意匠設計者

閲覧により
施主提案→仕様決定
のプロセス効率化

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、見積連携については先にご説明させて頂いた外構の連携の仕組みと合わせてマテリアル＋コードで建材DBから積算まで内外装を連携かける取組を行っております。
右側には新しく購買部門との連携にも取組を行っています。
建材DBを購買部門でも閲覧できるようにし、Revitがなくとも購買部門がRevitと対になった仕上情報を閲覧でき、提案機能を追加する事で、コストメリットのある建材を設計者を通じてお施主様に効率良く提案できる様な取り組みを行っています。



意匠→工場連携
胴縁自動発生ツールにおけるモデリング

モデリング効率向上 連携情報の入力（連携条件）

開口部・壁の
専用パラメータに

情報入力
専用ファミリ

自動発生における効率化

・開口部の位置情報を利用して開口補強を自動発生
・開口部の属性情報を利用して開口補強のクリア設定
・目地の位置情報を利用してJoint部の自動発生
・鉄骨の位置情報を利用して外壁貫通補強を自動発生

意匠＋構造モデル 胴縁モデル

①プログラム・テンプレートのバージョン
連携に必要な情報をも専用ファミリを格納・制御する

②開口補強は区別が必要
連携先で区別されるものはRevit側でも区別

③２D加筆は原則禁止
モデル要素出ないものは連携対象外の為
加筆部分は特に留意し連携する必要がある。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後の事例としては工場部門との連携です。当社では外壁下地である胴縁を設計部門で作成しています。
そのモデルング効率を上げる為に、意匠モデルの開口位置・属性情報・外壁材のジョイント位置に加え構造モデルを活用して、胴縁の自動発生を行うツールを開発しました。
このツールで発生させた胴縁を工場部門で使用するReal4へ連携をしますが、右側に記載しました連携条件を則した自動発生をさせる事が出来ます。



意匠→工場連携
胴縁自動発生ツールにおけるモデリング



意匠→工場連携
胴縁自動発生ツールにおけるモデリング

事務所 自動車整備工場

 工場側での作業 約45％時間削減

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この連携における当社の効果を示させて頂きます。
２つの事例ですが、グラフの左側は従来型の工場側での作業です。設計部門が描いた図面も確認しながらReal4で部材登録・配置を行い制作・施工に必要取り合い入力や干渉確認等を行うといった作業があります。
BIMデータの連携を行う事によりグラフ右側の様に部材登録・配置作業を大幅に削減する事ができ約45％の作業を削減できました。



意匠→工場連携
胴縁自動発生ツールにおけるモデリング

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
連携状況を動画でご紹介します。�こちらがRevitの胴縁モデルです。設計部門で描いたRevitの胴縁もでるから連携がスタートします。
使用しているファミリが適正なものになっているか確認しています。
確認ができましたら、リアル４への連携アドインを使用し中間ファイルを吐き出します。
中間ファイルの設定で各ファミリをどのリアル４での設定にするのか、マッピングを行います。





意匠→各種連携
連携おける重要施策 コマンドによる

自動チェック

設計完了モデル 連携用モデル

モデル精度が要求される モデル精度を担保する

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に最初に説明させて頂いた重要施策を補足させて頂きます。
先に説明させて頂いた通り自部門での効率化を図るツールを活用し必要な連携情報を担保していきますが、やはりそれでも連携するモデルには精度が要求されます。
モデルの精度は中々目視で確認する事は難しく、かえって手間が増えてしまう事もあります。それを軽減するために連携前の自動チェックツールを活用しています。
各条件に合致しないものを自動検知し修正する事で後工程に渡す連携モデルの精度を担保する仕組みも合わさせて必要であると考えております。



各部門取り組み 事例
構造

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからは構造部門のBIM取り組みをご紹介させていただきます。
発表者変わりまして、大和ハウス工業建設デジタル推進部の北沢です。よろしくお願いいたします。



構造BIMの連携相関図

統合

構造

意匠

工場

見積

※構造BIM以外の相関関係は省略

計算ソフト

設備 工事

リ
ン
ク

変
換

確認申請

確認審査 適合性判定

連携

申
請

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずはじめに、当社の構造BIMの連携状況についてですが、
構造モデルは、計算ソフトからST-Bridgeリンクを使ってRevitモデルを生成しています。
（クリック）
また、意匠モデルと設備モデルをリンクしあい統合モデルを作成しています。
（クリック）
そしてBIMモデルを確認審査機関にも提供し、申請業務の効率化にも活用しています。
（クリック）
また、出来上がった構造モデルは見積・工場・工事部門へ受け渡し、連携を行っています。

この発表では、
従来紙媒体によって受け渡していた構造の情報をBIMに置き換えたときに見えてきた課題、
連携を見据えたモデル作成方法、
そして当社の構造BIMが目指す先をご紹介させていただきます。



構造BIMの課題 ： 精度確保
構造設計情報のエラーによる連携不具合

構造設計部門 連携部門

Error 構造モデル精度を高めることが全体
ワークフロー改善への大きな鍵となる

連携

再チェック

質疑

補正

発注訂正

関係先連絡

BIMリテラシーが
求められる

エラーがあると
補正手間が発生

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
構造BIMにおける最も大きな課題は、構造BIMの精度確保にあります。
構造モデルは連携先では自動でソフトに読み込まれるためブラックボックス化しやすいという懸念があります。
仮に構造モデルに間違いがあると大きな問題になってしまうため、連携先ではモデルと図面が合っているか再チェックをしたり、質疑を出したり修正したり、と結局補正する手間が発生してしまいます。
つまりBIMモデルを渡すということは、連携先での再構築手間がなくなったり情報が一元化されるメリットがある一方で、
（クリック）
少しでもエラーがあるとすぐに不具合を起こしてしまうため、データの扱いにリテラシーが求められます。

このように、構造モデルには連携上必要な情報が正しく入っていること、またパラメータの入力方法が合っていることが重要となり、
構造モデルの精度を高めることが全体ワークフロー改善への大きな鍵となります。



構造BIMの現状
大和ハウスの構造BIM連携

BIM実施率

=BIM物件/全対象物件

100%

連携可能な
高品質モデル

=高品質モデル/BIM物件
※構造部門によるチェック

75%

連携先での
精度チェック結果

=連携に支障がない物件
/BIM物件

60%> >

いかにパーセンテージを上げられるか
自部門の業務効率化とどう両立するか

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは当社の構造BIM精度の現状をパーセンテージで示したものです。右に行くに連れ下がっているのがわかります。

すでに実施設計は100%BIMモデルを作成しておりますが、
構造部門内での精度チェックでは連携可能な高品質と呼べるモデルは75%に下がっています。
そして、一番右の、受け渡したあとの連携先での精度チェックでは
実際に連携が効率的にできたといえる高品質な物件は60%にまで下がります。

つまり、全物件BIMモデルを作成している現在でも40%の物件が連携で何かしらの不具合が生じていることになります。�（クリック）
現在当社の構造BIMは、限られた設計工程の中でいかにこのパーセンテージを上げられるか、
また自部門の業務効率化とどう両立するか、という点にチャレンジをしております。



構造BIM精度チェックリスト
正しい構造BIMを作成するために

構造BIM研修開始

構造BIMモデリングガイドライン制定

構造BIM連携強化

2018

2020

構造BIM精度チェックリスト運用開始

2021

2019

2017

BIM実施Start

構造BIM取組み開始

BIM実施率80%

BIM実施率100%

構造BIM精度向上研修（全社員対象）

全22項目

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
構造BIMモデルの精度を高めるため、当社では構造BIM精度チェックリストを制定しています。

すこし変遷をお伝えいたしますと、
構造BIMは2017年に取り組みを開始してから、社員への研修やモデリングガイドラインを制定したりしながら発足当初から精度改善に努めてまいりました。

そして、連携が本格化した2019年頃から構造BIM精度として連携前に何をチェックすべきかまとめ、
2020年に構造BIM精度チェックリストとして22項目のチェック事項を制定、運用を開始しました。

どこを注意すれば連携ができるのか、どういったケースが問題になるのかを深く理解するため、
本年度は精度向上研修として全社員を対象にオンライン研修を実施しています。



精度チェック例

柱の仕口が伸びてしまう為
中間レベルを設ける必要がある

参照レベル

「その他」では連携しない為
正しい構造用途を設定する必要がある

構造用途

▽M7FL

部門連携する前には全てクリアする必要がある

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
少しマニアックになりますが、精度チェックの一部をご紹介致します。

左の絵は、片持ち梁を配置している参照レベルが7階になっています。
一見、7階にあるのだから7階でいいのではと思うところですが、これを見積ソフトへ連携すると7階の仕口が片持梁の天端まで伸びてしまい、通常ではあり得ない仕口が形成されてしまいます。
そのため、（クリック）こうした中間階に設ける片持ち梁は新たに中間レベルを作成する必要があります。

そして右の絵の場合、大梁の構造用途というパラメータが「その他」となっています。
見積や工場へ連携した場合、その梁が大梁なのか小梁なのかをこのパラメータで判定するため、「その他」になっていると連携ができなくなります。
こうしたマニアックな部分も含めて22項目設定しており、�（クリック）
構造設計者は部門連携する前にはこれらのチェックを全てクリアした状態までもっていく必要があります。



ユーザー負担軽減の取組み
自動モデルチェックツールの開発

部材納まり属性情報

BIM
条件設定

Etc

ユーザーの負担増加

連携に必要な情報を
自動でチェックするツール

[Auto Checker]

ユーザーの負担軽減
ヒューマンエラー防止

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
精度チェックによる負担を軽減するために、当社では自動モデルチェックツールを開発しております。

モデリングを行う作業者は、構造的な納まりや計算書との整合など多くの情報を扱っています。
ここに更に精度チェックをお願いすると、どんどんと負担が増えてしまい本来守るべき構造図としての精度にさえも影響が出かねません。
この精度チェックの運用開始に伴い、連携に必要な情報のための自動モデルチェックツールを開発致しました。

自動モデルチェックツールはAutoCheckerという名前ですでに全国へ展開しており社内からは好評を得ています。



Auto Checkerのご紹介
モデルの問題点

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（クリック）
AutoCheckerのデモ動画がありますので御覧ください。
ここでは
例えば、このモデルには大梁が二重で配置されてしまっています。伏図や軸組図では気づけないためこうしたエラーは人の目で見つけようとするのは非常に手間が掛かります。
伏図で見ても一見一つの梁しかないように見えます。

同じく気づきにくいところとして、配置基準点の位置が挙げられます。
このモデルでは梁の端部にある配置基準点が柱の芯まで伸びておりません。

工場側のREAL4に連携すると、二重に配置された梁はREAL4でも2個のデータとして連携されてしまうため数量表が誤って作成されてしまいます。
また、配置基準点が柱芯に届いていない梁は宙に浮いた状態になってしまいます。



Auto Checkerのご紹介
自動精度チェック実行

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（クリック）
このようなエラーをAutoCheckerを使って見つけてみます。

まずコマンドを起動し、
鉄骨造に必要なチェックセットを選択し実行すると、先程のエラーも含む多くのチェックを同時実行します。
建物の規模にもよりますが、このモデル程度の大きさであればほぼ数秒で完了します。

実行直後は沢山のタグが見えていますが、もちろん確認したいチェックだけに絞り込みを行う事もできます。
エラーがあれば項目が表示され、クリックするとエラー箇所へ飛んでくれます。
「梁が重なっています」というメッセージが出るので、一つ消してあげればここは修正完了です。

次に接合部チェックということで、こちらもクリックすると先程のエラー箇所へ飛んでいきます。
「梁の端点が接合されていません」というメッセージが出るので梁の端点を柱心まで延長させてあげます。
梁の両端とも伸縮コマンドを使って伸ばしてあげます。この作業もエラー箇所がわかっていればすぐに対応可能です。
青ポツの配置基準点が柱芯まで伸びていることが確認できます。
これで修正完了です。



Auto Checkerのご紹介
修正完了後

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（クリック）
では、修正が完了したので、再チェックというボタンを押してもう一度AutoCheckerを実行してみます。

はい、先程項目が１つでていたのが消えているため、このモデルはエラーがなくなったことが確認できます。

連携先でも正しい情報で連携出来るようになります。
宙に浮いていた梁も柱にくっついた状態になりました。
このようにAutoCheckerを使うことで、誰でも精度の高いモデルを作成できるようになりました。

また、この構造モデルが高品質であることを担保するためのレポートの書き出し機能もございます。
先程のエラーに関しても、レポートには「OK」という文字が自動で入ります。
このレポートを連携部門にモデルとともに提供することで構造モデルの担保を取るといった体制づくりを進めています。



断面リストツール（BooT.one）
構造図デジタル化へ向けて

・モデル情報から断面リストを自動生成
・断面リストとモデルの情報を双方向連携
・BIMの強みを活かした断面リスト表現

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからは、構造図デジタル化に向けた取組をご紹介します。
AutoCheckerでは主に構造モデルの精度を上げることを重視しておりますが、
構造図に関してもモデルと図面の不整合が発生しないよう構造図のデジタル化に取り組んでいます。

これ応用技術様のBooT.Oneの機能であるはRC部材の断面リストツールになりますが、当社ではほぼ全ての物件で採用しています。

計算ソフトから連携される配筋情報をモデルから読み取り、断面リストを自動生成します。
このツールであれば、断面リストとモデルの情報を双方向連携することができるため、
モデル＝リストという形を実現でき、BIMの強みを活かした断面リストとなっております。



在来柱脚自動生成ツール
構造図デジタル化へ向けて

・柱情報を元に在来柱脚を自動配置
・連携先ソフトとパラメータを統一

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、在来柱脚のモデル化についてのご紹介です。
すでに既製柱脚のファミリはいくつか無償公開されておりますが、
在来柱脚は二次元表現に頼っていたため、当社仕様の在来柱脚ファミリと自動配置ツールを開発しております。
アンカープラン図や柱脚リストなど構造図の図面表現効率化を図るとともに、
連携先ソフトとパラメータ形式を統一しているため、柱脚の連携もできるよう開発を進めています。



集計表を用いた鉄骨部材リスト
構造図デジタル化へ向けて

・モデルと鉄骨部材リストの整合性確保
・連携上必要な情報をあえて表示

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、集計表を用いた鉄骨部材リストのご紹介です。
当社では鉄骨部材リストは全て集計表を使って表現しています。
集計表であれば自動でリストが作成できますので、部材リストの不整合防止に集計表は欠かせない機能になっています。
当社では連携に必要な情報は極力記載するようにしており、申請上必ずしも載せる必要がない情報であっても
連携で使う情報はあえて表示させてチェックできるようにしています。



ダイアフラム自動生成ツール
構造設計業務効率化との両立

・梁フランジ位置へ
ダイアフラムを自動
配置
・納まり確認、独自
工法適用判定に活用

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらはダイアフラム自動生成ツールです。
モデル精度向上だけでなく、構造設計業務の効率化にも活用できるツールとなっています。

ダイヤフラムの納まり検討をする際に構造設計者が使用し、梁のフランジ位置へダイアフラムを自動配置して納まり確認を行うツールになっています。
通しダイアや内ダイア、柱サイズが異なる場合など構造設計者が日頃から手間取っているダイアフラムの検討をBIMを使って納まり確認を行ったり、
生成したダイアフラムのファミリを使って当社独自工法の適用判定にも活用しています。



構造のフロントローディング
自動設計システムの開発

計画 基本設計

意匠検討に合わせて、
自動で構造担保＆概算積算

意匠変更に合わせて
自動で最適架構を提示

構造自動設計のコンセプト

構造設計フロントローディングの実現

全体ワークフロー改善

遺伝的アルゴ
リズム活用

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、BIMLevel3への取組として構造のフロントローディングに取り組んでいます。��（クリック）
現在、構造部門では遺伝的アルゴリズムを用いた自動設計システムの開発を進めています。�企画段階のモデルから、根拠を持った適切なスパン割と構造仮定断面の算定を行い、
早期のコスト予測と合意形成を促すことを目的としています。�（クリック）
早期に仕様決定することで構造のフロントローディングを実現し、全体ワークフロー改善の一端を担っていこうとしています。



構造BIMの目指す先
BIMLevel4へ向けて

＝

構造BIMのデータベース化

自部門の効率化と連携の両立

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
構造BIMは精度を高め積極的に様々な部門と連携し合うことで自部門で生み出す情報をデータベース化しようとしています。
(クリック)�このデータベースとしてのBIMがあれば、自部門の業務効率化と部門連携を両立することができます。

今後、（クリック）
このデータベースを基盤として、全部門と連携を行いながら、当社の到達すべきBIMLevel4へ向けた
新たな建設プロセスの実現を目指してゆきます。

以上で構造の発表を終わらせていただきます。続いて見積部門の発表となります。



各部門取り組み 事例
積算

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからは見積部門の概要と取り組みを説明させていただきます。
発表者変わりまして、大和ハウス建設デジタル推進部の山本より発表させていただきます。




積算連携の目的とBIMレベルの関係

積算業務の時間短縮

正確な情報共有

現在までの積算連携･･･「効率化」

積算用データ作成の手間削減

図面不整合の防止
積算に必要な情報量の確保

POINTは？
設計モデルを活用して何が積算できるか？
モデルの在り方に問題・改善点は無いか？
積算で必要な情報とは？・・・

川上側で作成されるデータの在り方と受け取り方に着目

効率化

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
弊社の見積部門においては、2019年から構造モデルの連携展開がスタートしています。
その他にも意匠モデルも一部連携を行っており、前段で説明しました、弊社のBIMレベルに当てはめると、Level2までの見える化・解る化の段階が現状の弊社の見積BIMです。
ここでは積算の効率化に主軸をおき、作業時間の削減や、モデルから正確な情報共有が行えることを目的としています。
見積の効率化を推進するためのポイントとしては、
・現状の各種設計モデルを活用して、どこまで積算側で活用できるかを把握・理解すること
・現状のモデルの在り方を理解した上で、積算への情報の渡し方にボトルネックになる点や、モデル作成方法に改善策は無いかを検討すること
・積算で必要とする情報はなんなのか？付与できる情報なのか？
といった、工程の川上側で作成されるデータの在り方と受け取り方に着目し、会社全体としてはBIM標準を再度見直すフェーズがこのlevel2までであると考えています。



データ連携対応状況

例：某ホテル案件における連携対応状況

73.8% 68.0%
躯体工種

金額で見た連携率
外構工事

項目数で見た連携率

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では実際に連携の実現度はどれくらいか、というのをS造の某ホテル案件で見ていきます。
土工事、鉄筋工事、コンクリート工事等の躯体工種においては、躯体工事のおよそ73.8％の金額はモデル連携によって積算ができます。
残りの26.2％は仮設検討であったり、施工中に発生する内容の項目のためモデル上に表現されていない、もしくは情報を保持していない項目が大多数です。
また、外構モデルの連携も行っておりますが、こちらは項目数で見てみると外構工事全体の68％は連携から数量を拾うことができています。
残りの32％は敷地内の造成工事にかかる土量搬出入の項目や、躯体工種と同様に外構工事にかかる施工中に発生する項目が該当します。





データ連携対応状況

73.8%

？？%
Helios?

すけるTON?
Revit拡張機能?

モデル化されないが
見積に必要な情報

モデル化している
見積に必要な情報

見積BIMの目的は
連携率100%ではない！！

手段を適切に判断する

モデル化されていないが
できる可能性がある
見積に必要な情報

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
BIMレベル2までの中で、どこまで連携を追い求めていくか、も重要ですが
見積においては必要な情報であっても、モデル化・図面化されていない項目や、設計図書としては不要な情報もあります。
意匠・構造の作業効率を考慮したモデル作成フローを実現した場合、見積において「BIM連携で全ての見積項目に対応できる、見積連携100%化」という指針はあまり現実的ではありません。
ただし、連携で解決できる範囲をどこまで広げられるかは、見積の効率化における重要課題です。
そして、その幅を広げながら積算基準に則った積算連携を行うためには、積算専用ソフトのAPIもしくはRevitの拡張機能を目的に応じて、適切に使い分ける必要があります。




基礎連携のフロー・チェック修正項目

構造部門 見積部門

連携要素の対応
独立基礎
底盤・土間・床版
柱型
基礎梁・基礎小梁
増し打ち

連携後個別に対応
腰壁
山留
パラペット
雑鉄筋
下がり床
地業設定

見積書

構造モデルをHeliosに連携

構造モデル
（Revit）

連携

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
具体的な取り組みとして構造モデルの連携から説明いたします。
まずは基礎部材の連携です。構造部門よりBIM360にてデータを共有されます。
基礎の連携にはHeliosを使用しています。Heliosでは基本的な構造体の連携が実現ができており、コンクリートのボリューム、鉄筋、型枠等が連携によって数量拾いができます。
一方で、山留の計画や地業の設定は、Helios側で対応する必要があるので、これらを個別で対応し、Heliosで集計をかけ、見積書へ反映させます。




基礎連携

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際の作業の様子をお見せします。
RevitからのHeliosの連携には「マッピングテーブルファイル」を活用し連携を行います。

マッピングテーブルファイルはRevitのどのパラメータから、どの情報をHeliosへ連携させるかをマッピングします。

連携させるとHeliosの基礎部材のリストに、サイズ、鉄筋情報等が紐づきます。
モデル情報としてしっかり鉄筋の情報まで入力ができていることによって、見積側ではリストの作成が不要となります。
またHeliosでは３Dで全体を確認することができます。スラブも連携できていることが分かります。
見積担当者側で残りのモデル化されていない基礎部分の情報の付加をHelios上で行います。






見積部門

鉄骨連携のフロー・チェック修正項目

構造部門

見積書

構造モデルをすけるTONに連携

構造モデル
（Revit）

連携

連携要素の対応
柱
梁
ブレース
仕口関連

連携後個別に対応
母屋
雑鉄骨
塗装
耐火被覆
柱脚
スリーブ
スタッドボルト

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて鉄骨の連携です。
鉄骨も基礎と同様にBIM360で共有された構造モデルを活用します。
弊社ではすけるTONに連携を行い鉄骨の拾い出しを行います。
主要部材に加え、仕口や継手の設定はRevitのアドインにてモデルを加工します。
すけるTONに連携後は雑鉄骨や耐火被覆、柱脚やスタッドボルトの設定を行い集計し、見積書へ反映していきます。



鉄骨連携

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
鉄骨連携では、すけるTONのRevit用アドインを使用して、連携前のデータ加工を行います。
ここでは解析モデルの接続状態の確認や、オフセット値の変換処理を経て、連携設定を行った後にすけるTONへデータを書き出します。
連携後のすけるTONのデータでは、Heliosの基礎連携と同様に、部材リストが作成されているのが分かります。
こちらも、Revitにて符号に紐づいた正しい鋼材サイズ、継手等の情報を持っていれば、リスト作成が不要となります。
雑鉄骨についてはモデル化していないため、すけるTON側で追加します。
すけるTONの各階平面図、３Dを確認すると、Revitの構造モデルとほぼ同様の状態で連携できていることがわかります。



外構連携のフロー・チェック修正項目

意匠部門 見積部門

外構モデルをExcelに連携

外構モデル
（Revit）

コード
照合

モデル連携前チェック作業
連携用のファミリの使用
マテリアル付与（外構図凡例）
マテリアルキーノート付与

連携結果の確認
集計表のチェック
エラー有無の確認

造成工事の積算

見積書

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
外構モデルの連携では、意匠からモデルを受け取り、弊社のRevit拡張機能を活用してExcelに数量を連携します。
意匠において、マテリアルを活用して情報が入っているか、また、拾いたい単位のパラメータを保持した連携用のファミリを使っているかをチェックツールにて確認し、
キーノートに入力されているコードをマスター化したExcelテンプレートと紐づかせ、数量を書き出します。
Excelテンプレートでは、単価もマスター化させておくことによって、見積書にそのまま転記できる状態で数量が書き出せるため、
モデルの不備が無ければ10分以内で連携処理が完了できます。



外構連携

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際の連携の様子をご覧いただきます。
Revitの拡張機能において、まず意匠が入力した情報、マテリアルの状態を確認します。
ファミリにマテリアルが付与されているか、付与されていないファミリが何かをチェックします。
付与されるマテリアルには、マテリアルキーノートにコードが入力されています。
このコードにマスター化された項目名が定義されていることによって、意匠と見積において標記の共有ができます。
マテリアルが付与されていないファミリの場合は、コードを保持していないファミリのため、
見積側で要素のキーノートにコードを入力します。
続いて、マテリアルから要素へコードを転記し、要素ごとに集計ができるようにキーノートの設定を行います。
処理が完了すると、タイプパラメータのキーノートにマテリアルから紐づいたコードが自動入力されます。
ここまでがRevitで行う主な作業となり、データが整った状態となりますので、最後に部材集計のツールにてExcelへ書き出しを行います。
ユーザー側でファイル名、保存場所の指示を行います。
すると自動的にExcelのテンプレートが立ち上がり、予めマスター化されているキーノートコード、項目名の一覧が表示されます。
コードに紐づく項目行に数量が反映され、項目名、数量、単位、単価、合計金額までを見積書に転記できる状態で表示されます。




外構連携

仕様項目
外構

分類
工種

外構工事 舗装工事

アスファルト

舗装

T30+100

T50+100
コンクリート

舗装

囲障工事
メッシュ

フェンス

雨水排水

工事

植栽工事

その他

外構工事

コード構成

・・・

1桁目 2桁目 3桁目 4桁目
意匠担当

見積担当

9.1.1.2

9.2.5.10

9.1.1.2：AS舗装 〇〇㎡
9.2.5.10：メッシュフェンス〇m

マテリアルキーノートを付与

要素キーノートに変換

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この連携で使用しているキーノートのコードは、大和ハウスのオリジナルで作成したコードが使用されています。
一桁目は工種、二桁目は分類、三桁目は項目、四桁目は仕様サイズを示している為、番号と桁数によってどの工種か、どの分類かを把握することができます。
また、これらのコードに対し１：１で項目名を定めることによって、作業者の違いによる表現の誤差を防ぐことができます。これは、見積項目の統一化だけでなく、意匠図と見積書の整合性を取ることにもつながります。




積算連携の目的

今までの積算連携･･･「効率化」

コストコントロール

柔軟な設計対応

これからの積算連携･･･「予測化」

見積や設計データの蓄積・分析

タイムリーな情報の反映

POINTは？
「予測化」に向け確実な「効率化」の基盤づくり

 積算連携範囲の拡大
 見積の見える化、コードを活用した概算

＋

効率化

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここまではBIMレベル2までの見積BIMの取組みと現状について説明しましたが、
次のステップであるLevel３に向けて、ここまでの見積BIMとどのような活用を考えていくことができるかをお話したいと思います。
次なるLevel3では、AIや工程プロセスが全体を横断し予測化を行うphaseに突入していきます。
見積における予測化というのは、過去案件のデータベースから物件の傾向を分析することによって、設計初期段階からのコストコントロールや、多用な設計に対する柔軟な対応ができると考えています。
ここでのポイントはlevel2までのBIM連携は予測化に向けたベースである、という点です。
先程挙げたような、DBからの傾向の分析や、タイムリーな情報の反映というのは、BIM連携とは、また違う分野のソリューションが必要となります。
しかしながら、違う分野のソリューションを掛け合わせてレベルアップをしていくためには、連携を目的としたモデル共有ではなく、のちのデータ管理・活用につなげるモデルの基盤づくりが必要となります。





「効率化」と「予測化」から目指すもの

設計初期段階の
概算効率化

物件全体の
コスト

コントロール

効率化

+予測化
詳細見積分析

設計モデル連携

D’sBIMレベルがあがることによる見積の影響は？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つまり、ここまで行ってきた連携の範囲を広げたり、
効率よく連携できる手法を模索することは継続しつつ、
例えば、過去の実績である詳細見積の分析を効率的に行うことができれば、
今までは見積BIMが工程の限定的な活用だったものが、
設計初期段階の概算にデータ活用することとなり、
物件全体を通してBIMを活用しながら、本来の見積の主軸であるコストコントロールができると考えられます。



詳細見積の分析とは？ ～概算時の見積データの活用～

設計初期段階の設計モデル
→設計情報：少 積算粒度：粗

≒

見積書式の統一化：難
→他者による分析：難

設計モデル・積算
コードによる言語統一

≠

≒

過去実績の類似物件の
図面/詳細見積を参考

コードリンク

部位/金額カテゴリ毎･･･
分析効率化

？

＝

「効率化」と「予測化」から目指すもの

見積A 見積B

見積C

見積A 見積B

見積C

プレゼンター
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詳細見積を分析し、概算に活用するとはどういうことかというと、
まず、設計の初期段階のモデル図面から見積に取り掛かる場合、設計の情報は少なく、積算の粒度も粗くなるため、その精度を上げるためには、過去の実績から類似物件の詳細見積を参考とします。
しかしながら、現状は項目の表現を含め、書式の統一化が難しいため、見積担当者によって構成が微妙に異なり、他の担当者において参照したときに、見積分析がしにくい状態を生み出しています。
そこで今後、外構連携の仕組みのように、BIMにコードを持ち、見積までの一貫したリンクができれば、
項目がコード情報を保持でき、分析において部位ごとやカテゴリ毎の金額分析を行いやすくなると考えられます。



「効率化」と「予測化」から目指すもの

詳細見積

概算見積

データ分析＆蓄積

金額傾向

数量傾向

• 部位
• 工種
• カテゴリ

• 部位
• 工種
• カテゴリ

コード
 意匠
 構造
 設備

過去の実績から
物件初期段階のリスク管理

BIM＆コード DB化

傾向分析

設計の意思共有
表現の誤差を共通言語化

分析結果の共有
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このようなコードの活用による概算の効率化は、物件全体のコストコントロールと、他部門へのメリットが考えられます。
モデルにコードを付加する設計部門においては、膨大な部材の中から、体系化・共通言語化されたコードを効率よく選択できる設計を行い、設計の意思を正確に共有することができます。
また、詳細見積の分析結果をDBに蓄積し、概算見積に活用するだけでなく、設計部門へ対し金額や数量傾向の情報を共有をすることができれば、
設計初期段階からの、リスク管理の一端を担うことができます。
このように、部門間のモデル連携は、連携先の活用次第で、設計部門へフィードバックもでき、BIMレベルの向上がプロジェクト全体の効果を上げられると考えています。




連携のその先

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に連携のその先に当社が目指してしているものをご説明させて頂きます。



「つながる」 → 「つなげる」

BIMの恩恵を受ける者を増やす → つなげる

自部門にもメリットを出す＋積極的に連携を進める
→ つなげる

セッションサマリ

自部門での活用のみ→メリットは限定的＝ つながらない

受け身な連携→メリットが偏る＝つながらない
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まず連携のまとめとして我々の考えはつながるではなくつなげる事が重要であると考えております。
自部門完結ではメリットは限定的でつながらないですし、受け身でもメリットは一方にかたよります。
決して楽ではない移行を進めてきたBIMの恩恵を最大化する為にも、また当然自部門のメリットを出すためにもお互いが積極性のある「つなげる」という事が重要だと考えます。



BIM デジコン
PJ

設計BIM

施工BIM

製造BIM

建物DB

共通データ環境
（CDE）

予測型
遠隔管理

次世代建築

ICT設計
自動設計

ICT施工
RT施工
JIT製造

工場

 JIT配送

製 造
 ユニット化
 オフサイト施工
 PCa基礎

設計BIM見積BIM

維持管理BIM

製造BIM

建物DB

予測型遠隔管理

ICT設計

自動設計設計

ICT施工

RT施工

JIT製造

次世代建築

施工BIM

BIMから始まるデジタル戦略はデジタルコンストラクションPJと『融合的』に推進していく。全社デジタル推
進を維持・継続するためのデジタルループを描き、当社の建設DX（デジタルトランスフォーメーション）へと繋がっていく。

Daiwa
Smart Control基盤

BIM

デジタルコンストラクションPJ

建設DX
（デジタルトランスフォーメーション）

『デジタルは時空を超える！』

当社デジタル戦略のメビウス・ループ

維持
管理
BIM
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BIMから始まるデジタル戦略はデジタルコンストラクションPJと『融合的』に推進していく方針を立てております。
全社へのデジタル推進を維持・継続するためのデジタルループを描き、当社の建設DXへとつなげていきます。



デジタルコンストラクションPJ 設計部門マイルストーン
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プレゼンテーションのノート
そのデジタルコンストラクションPJでの設計部門の取組について、「ビヨンドデザイン」「超えた設計」というコンセプトを設定し、BIMから繋がるデジタル推進施策を進めています。
新しい働き方に関わる時間・距離を超えた設計、物理制限を超えた設計
技術スキルに関わる業務の垣根を超えた設計、経験の枠を超えた設計
というように各施策を進めています。
BIMの連携はこのようなデジタルコンストラクションに繋がりそのフィードバックをうけまた成長していくと事となります。
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以上我々からの説明を終わらせて頂きたいと思います。ご清聴頂きましてありがとうございました。
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